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	課題名：10.クロメ藻場造成
	事業名：近場漁場増殖事業
	予算額：340千円（単県）
	期　間：平成20年度～
	主担当：増殖技術室（山田英明）
	目　的：
	沿岸漁業の資源の回復を図るため，県下の海藻が減少している沿岸(浅場）にアラメの海中林を造成したが，深場の海域に造成できるクロメについても造成技術を確立する．

